
「話があり、和をもち、
　　　　そこに大きな輪をまわそう」
 ～心を耕し、心に種をまき、奉仕の花を
　　　　　　　　  皆の心に咲かせよう～
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　地区内84クラブ中、国際奉仕事業
を実施中・継続中のクラブは25%で
す。また、国際奉仕事業を模索中とい
うクラブは25％、既に完了してい
る・実施していないというクラブは

50%となっており、75%のクラブが国際奉仕事業を行っ
ていないという結果になっています。国際奉仕事業を実
施していない理由としては「姉妹クラブが海外にない」
「クラブに海外に精通した事業者の方がおらず、きっか
けがない」「既に完了している」「何からやれば良いの
か分からない」等の意見があります。
　愛知県内の在留外国人は約32万人です。その中で豊
橋市は名古屋市に次いで２番目に在留外国人が多い都市
となっています。
　国内で国際奉仕を行う理由ですが、ニュースを見てい
ると最近外国籍の人の事件が非常に増えており、ゴミの
捨て方や、車の運転、騒音等の外国人住民のトラブルも
増えています。また、日本語を話せない子どもが、いじ
めにあってしまう問題や、子どもが日本語を話せても親
は話せないので、コミュニティで上手くいかず、フラス
トレーションが溜まったことによるトラブルも起きてい
ます。これらのことを課題として、国内で奉仕活動を行
う必要があるのではないかと思います。
　岡崎市では、コロナ禍以前に国際交流協会主催で、多
文化共生フェスティバルというものが行われていました
が、コロナ禍以降は予算やマンパワー的な問題で継続を
断念していました。私は、ちょうど2020年のコロナ禍
の時に国際奉仕委員長を拝命し、海外には行けない代わ
りに何をすれば良いか考えていました。関係者の方にお
声がけしたところ、コロナ禍が明けたらイベントを復活
させたいとのことで、その後国際交流協会とロータリー
が協力してイベントを復活させることができました。ど
この行政でもこのような状況は多くあると思うので、一
から事業を立ち上げるのではなく、元々行われていた事
業をもう一度復活させるということも奉仕事業の選択肢
の一つになると思います。
　他の取り組みとしては、ワールドフェスタというイベ
ントも開催しています。日本人と外国人の交流が目的で
すが、外国人同士のコミュニケーションも期待していま
す。他にも、国際交流関係や多文化共生関係のイベント

　

卓話「国内でできるロータリークラブ国際奉仕について」
地区国際奉仕委員　筒井 健 氏

　豊橋市の外国人住民の数は、約２万
2400人となっており、増加傾向にあ
ります。特に当地域では、外国人住民
の比率が国内平均の約２倍と高くなっ
ており、そのような環境変化を捉えた

場合、ロータリークラブの国際奉仕を国内の身近な地
域でも行えるのではないかと考えました。
　本日は、地区国際奉仕委員の筒井健様をお招きし、
国内でできるロータリークラブの国際奉仕についての
卓話をいただきます。筒井様は、地元での国際交流イ
ベントの立ち上げにご尽力されています。筒井様の活
動に呼応して、当地区の他クラブでも新たな国内での
国際奉仕事業が次々と展開されています。本日はよろ
しくお願いいたします。

卓話者紹介・主旨説明 植村 忠慶 国際奉仕委員長

国内でできるロータリークラブ国際奉仕について
国際奉仕委員会担当

第26回（通算3656回）2026年2月19日

に、ロータリークラブがポリオ根絶活動等のブースを出
展するだけでも、国内でできる国際奉仕活動になりま
す。あまり大きなことは考えず、開催しているイベント
に参加するだけでも良いと思います。また、外に出て活
動することでロータリーや我々の活動について知ってい
ただく機会になるかと思います。
　本日のような講演を行った結果、数多くのクラブが国
内でできる国際奉仕事業を始められました。刈谷ＲＣは
「外国人の日本語弁論大会」というイベントを行い、江南
ＲＣでは周年事業として「国際交流フェア」というものを
自ら立ち上げ、駅前で大きなイベントを行われたそうで
す。また、尾張旭ＲＣと小牧ＲＣでは、今後、児童向けの
日本語教室を主催するそうです。決してクラブで立ち上
げてイベントを行うのではなく、既に行われているもの
に便乗するのも良いと思います。地区としては、分区にと
らわれることなく、互いに協力しながら進めていくという
考えですので、今後ご検討いただければ幸いです。
　今後の課題としては、特に海外で行った事業の検証と
効果測定が重要だと思います。地区でよく聞くのは、国
際奉仕事業として現地で井戸を掘ったが、現在も水が出
ているか検証ができていないというお話です。豊橋ＲＣ
は、30年間続けられているタイ国での国際奉仕活動
や、周年事業での農業実習等、非常に丁寧に国際奉仕事
業をされている珍しいクラブだと思います。できたら豊
橋ＲＣモデルが様々な地区やクラブに広がって欲しいと
思います。
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　先日はバレンタインデーでしたが、日
本はガーナ産のカカオに強く依存してお
り、輸入しているカカオ豆の約７割が
ガーナ産です。ガーナの森林破壊は、遠

い国の環境問題では収まらず、日本のチョコレート産
業のサプライチェーンそのものに直結するリスクを背
負っています。ガーナでは過去40年で、四国の約1.4倍
の森林が消滅しています。カカオ農園の中にも他の木
がほとんどないため、カカオが直接気候変動の影響を
受け、病害が一気に広がりやすい状態となっていま
す。実際、2023年には不作が発生し、現在も続くカカ
オ価格の高騰の要因の一つとなっています。１ヘク
タールで年間300～400kg収穫できますが、年収は2,000
ドルで約32万円程です。これらの問題を解決するため
には、持続可能な形にすることが必要だと思います。
重要な食物であるチョコレートをこれからも大切にし
ていきたいと思います。

　２月14日（土）ホテルアソシアにおいて、豊橋南Ｒ
Ｃ主管によるＩＭが開催されました。

事務局：豊橋市花田町石塚42-1  豊橋商工会議所内
写真の閲覧はこちらから▶

●３月５日（木）地区出向者報告
●３月12日（木）ファミリーデイ
●３月19日（木）休会

２月26日（木）●クラブ・フォーラム「国際奉仕」（夜間）

例会予定

次回のプログラム

１．公益財団法人ロータリー米山記念奨学会より
　　「第54回米山功労クラブ」感謝状が届きました。
２．ガバナーエレクト事務所より、2025-26年度地区委員会出
向者への委嘱状が届いています。

　　地区諮問委員会 委員　　　　　：村井 總一郎 会員
　　危機管理委員会 委員　　　　　：柳原 茂 会員
　　学友委員会 委員　　　　　　　：柳原 茂 会員
　　地区ロータリー奉仕委員会 副委員長：佐々木 利政 会員
　　ＲＤＦ実行委員会 副委員長　　：佐々木 利政 会員
　　国際奉仕委員会 委員　　　　　：笠原 元樹 会員
　　インターアクト委員会 副委員長：植村 忠慶 会員
　　ローターアクト委員会 委員長　：柳原 茂 会員
　　補助金委員会 委員　　　　　　：久保田 充三 会員
　　米山記念奨学委員会 委員　　　：伊藤 健一 会員

会長報告

お誕生日おめでとうございます
佐藤 裕彦 会員（2月20日生）　杉田 洋（2月23日生）　　　

■地区国際奉仕委員の筒井健様、本日は急なお呼びたてに
対して、快くお受けしていただき誠にありがとうござい
ます。本日の卓話を楽しみにしております
　井川 和英 会長　山本 貴浩 幹事 
■地区国際奉仕委員、筒井健様ようこそ豊橋ＲＣへ
　岩瀬 清 プログラム委員長
■本日の例会を担当させていただきます。本日の卓話は地
区国際奉仕委員の筒井健様に急遽お願いすることとなり
ました。筒井様の卓話を楽しみにしております
　植村 忠慶 国際奉仕委員長　
■植村国際奉仕委員長、いろいろ大変だったと思います
が、本日の例会楽しみにしております
　久保田 充三　伊藤 健一　各会員
■２月10日、11日に豊橋鬼祭が斎行されました。副頭取
として司天師及び青年たちを支えることができ、安堵し
ております
　小林 大悟 会員 
■来年令和９年２月10日、11日に斎行される鬼祭の旭
町・旭本町の頭取を拝命しました。はなはだ力不足では
ございますが、誠心誠意務めさせていただく所存です
　小林 大悟 会員
■論文が社会科学系の学術誌に採択されました
　上村 哲司 会員
■入会以来初めてニコニコの発表をさせていただきました
　松井 孝悦 会員　　　  　　　　　　　　　  　（順不同)

杉江 秀介 出席委員出席報告
当日出席者 69名
総会員数 110名

計算会員数　95名中26名欠席
出席率  72.63%

松井 孝悦 ニコニコ委員ニコニコBOX

歌
「花嫁」

ソングリーダー  山本 光伸 会員

本日のゲスト
地区国際奉仕委員　筒井 健 氏（岡崎城南ＲＣ）
株式会社MSA 代表取締役

　
井川 和英 会長会長挨拶

東三河分区 INTERCITY MEETING お疲れ様でした

１．ガバナー補佐より、東三河分区ＩＭについてのお礼状が
届いています。

２．次週例会は、クラブフォーラムのため夜間例会となります。

幹事報告 山本 貴浩 幹事

　今月は平和構築と紛争予防月間という
ことで横組５頁からの特集では「平和を
願う言葉の記録」と題して、沖縄戦のお
話が掲載されています。

　20頁からは、ＲＩ会長が世界に７つある平和セン
ターの１つである、国際基督教大学を訪問したことが掲
載されています。平和フェローの研究には、皆さま１人
１人から年間30円の寄付をいただいているので、是非
どのようなものか知っていただきたいと思います。
　34頁からは、昨年逝去された千玄室さんのスピーチ
が掲載されています。大変素晴らしい内容となっていま
すので、是非ご一読いただきたいと思います。

「ロータリーの友」読みどころ紹介 髙山 景一 雑誌委員
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